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要旨
　この 20 年、全国の公共空間に、数多くの彫刻作品が設置されるようになった。美観を高め
たり公共空間を訪れる人々にメッセージや安らぎを与えるためである。
　しかし、これまで、公共空間に彫刻を設置する場合は、彫刻家や行政、設置に関わる人の見
識にまかされるケースが多く、この場合、彫刻家や行政、設置に関わる人は公共空間との調和
を全く考えない訳ではなかったが、どちらかと言えば、感覚的世界に頼りがちである。このた
め、彫刻設置のねらいとは逆に、設置された彫刻が不適切なため 、公共空間のイメージを損
ない、本来のメッセージを伝えたり安らぎを与えていない場合がある。また、ある公共空間に、
不適切なイメージの作品が設置された場合、美観を視覚的にそこない、そのうえ、彫刻作品に
接する人に心理的に不快な感じを与える。公共空間と彫刻との調和を含めた景観の在り方が問
われているのであり、そのためには、科学的なデータに基づく検討が必要と言える。そこで、
本研究では、公共空間に適切な彫刻を置く為に、まず、自らが制作した公共空間の環境彫刻を
取り上げ、制作コンセプトと制作プロセス、公共空間の彫刻と背景になる建物の関係、環境彫
刻と市民の嗜好イメージの関係をとり上げ、公共空間における彫刻の制作コンセプトやイメー
ジの関係を分析した。
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Ⅰ . 研究の目的
本研究では次の項目について調査・分析することを目的とする。

（１）研究・制作の背景
（２）彫刻制作コンセプト
（３）彫刻制作プロセス
（４）公共空間の彫刻と背景になる建物の関係
（５）環境彫刻と市民の嗜好イメージとの関係

　（１）研究・制作の背景

　1992 年に飯塚市は市制 60 周年記念を迎え、市民会館が建設された。市民会館の設計コンセ
プトは、文化学園都市づくりにふさわしく、潤いのある空間にするため、飯塚市の歴史・文化
および新しい時代に向かっての飛躍するシティーモダンな設計に主眼が置かれた。館建設に伴
いアート計画も同時に進められた。飯塚市は、市民会館に調和し、飯塚市のシンボルとしてモ
ニュントを公園広場に１基、市民会館の玄関に彫刻 1基の合計 2基を設置することになり、全
国公募を行った。審査の結果、2基の彫刻が選ばれた。その後、婦人団体から彫刻寄贈の話が
持ち上がり、アート計画の原案を作成した有田暢夫氏に設計・制作が委ねられた

　（２）制作のコンセプト
　2基の主要なモニュメントと彫刻は、飯塚市のシンボルとなるモニュメントと市民会館の玄
関に設置される彫刻であるから、飯塚の顔となる。一方、もう一点の彫刻に求められるものは、
市民に親しまれる彫刻である。まず、設計にあたっては、下記のことに主眼に置き、計画はす
すめられた。
①彫刻と背景の建物のイメージの構造関係を明確にする。
②時間が経ってもイメージが変わらない素材にする。
③全体の広がりを考慮して、群としてイメージする。
④彫刻の構造に組構造を取り入れる。
⑤時間という観念が感じられる彫刻であること。
⑥あらゆる年代に好まれ、親しまれる彫刻であること。

　（３）制作のプロセス
①コンセプトを基にアイディアスケッチ（100 枚程度）を繰り返し、デッサンを描いた。
②それを基に石膏のムク材にノミとハンマーでマケット制作（カービング）。
③模型の寸法から本制作用の図面作成。
④素材の決定と石材店への発注（石材の色、石の組織の密度、石の値段、発注費用の検討結果、



－ 20 －

　石材は日本産に決定）。
⑤機械で円柱のぎりぎりまでを削ぎ落とす手法を取った。
⑥本制作期間：三ヶ月間。

　（４）制作後のイメージ調査
１. 調査の目的

　制作を行った飯塚市民会館の環境彫刻（石の記憶３）については、公共空間により適切な彫
刻を置くことが出来るようにするため、（１）環境彫刻（石の記憶３）と背景とのイメージの
関係について（２）環境彫刻（石の記憶３）と市民の嗜好イメージの関係について（３）環境
彫刻（石の記憶３）と風土イメージの関係について基礎的データ作りの調査研究を行った。
　
２. 調査の方法

　NCD法による分析・結果・考察の調査研究を行った。
NCD法とは対象に対して被験者が抱く総合的印象を形容詞言語に置き換え、さらに形容詞言
語が色彩と等価交換できることを特徴としている。また、NCD法は造形嗜好感性調査の多変
量解析で、ものづくりに関する色彩、形態、材質、などの嗜好感性を尺度化、しかもそれらの
相関性や構成法を事前検証している。

３. 調査

（１）調査の期日
  平成７年７月、  平成８年７月、
  平成９年７月  平成 10 年７月、平成 18 年７月
（２）調査の対象
飯塚市環境彫刻「石の記憶３」
飯塚市市民会館「コスモスコモン」
市民の嗜好イメージ
（３）アンケートの対象者
　近畿大学九州工学部の学生 90 人
　近畿大学九州短期大学学生 105 人　　　
　近畿大学附属女子高等学校 160 人
　市民 200 人

（４）アンケ一トの方法
　NCD法により、環境彫刻「石の記憶３」、飯塚市市民会館「コスモスコモン」
に対して、被験者がいだく総合的印象と被験者の嗜好イメージを形容詞 180 語の中から 15 ～
20 語を選択する方法を用いた。
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（５）アンケート調査用紙

４．公共空間の彫刻と背景になる建物の関係
（１）石の記憶３に対するイメージ分析
　WーC／ Sー Hのイメージスケールのゾーニングを見ると、ナチュラル（29．9 ％）、ダン
ディ（23 ％）、クラシック（18．1 ％）に集まっていることが分かる。また、頻度の高い形容
詞を見ると、どっしりした（ダンディ）［68］、おちついた（ダンディ）［58］、がっしりした（ダ
ンディ）［48］、素朴な（ナチュラル）［45］、自然な（ナチュラル）［42］となっている。この
ことから、この彫刻のイメージは「クラシック・ダンディ」で、イメージされている。そのこ
とは彫刻（石の記憶）のテーマ・イメージである「自然の偉大さのイメージ」に一致している。
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（２）彫刻の背景の市民会館（コスモスコモン）に対するイメージ分析
　W－C／ S－ Hのイメージストルのゾーニングを見ると、モダン（50・9 ％）に集中して、
ダンディ（12・3 ％）、クリア（8・7％）の順となっている。頻度の高い形容詞をみると、都
会的な（モダン）［73］、文化的な（モダン）［60］、進歩的な（モダン）［52］、おちっいた（ダ
ンディ）［43］、合理的な（モダン）［38］となっている。このことにより、建物のイメージは「モ
ダン」で、「スポティ」となる。建物の設計のコンセプトは「都市公園の中のカルチャーコアで、
情報の発信基地」ということなので、イメージのズレはない。

（３）彫刻と背景の市民会館（コスモスコモン）イメージ関係
　制作した彫刻のイメージはクラシック・ダンディである。それに対して背景の市民会館はモ
ダンである。よって、イメージの構造は対立関係にある。その他のモニュメントと彫刻につい
て調べた結果、下記のことがデータとして明らかになった。
＜彫刻と背景のイメージの関係は次の 3つのパターンに分けられる＞
　　　　　①イメージの関係は、対立関係にある。
　　　　　②イメージの関係は、1部分共通ゾーンがある
　　　　　③イメージの関係は、共通である
　この 3つのパターンの中で、「①の場合、景観上、よくきわだった。②の場合、景観上、き
わだつ部分もあるが、同化する部分もある。③の場合、景観上、同化する。」となるが、彫刻
の場合、作家のメッセージがあるから背景の建物とは同化するよりきわだつ方が好ましい。
よって石の記憶３と背景との関係は「①のイメージの関係は、対立関係にある。」ということ
で景観上、よくきわだっことになっている。
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５．環境彫刻と市民の嗜好イメージとの関係
彫刻（記憶３）のイメージ

①高校生の嗜好イメージと彫刻のイメージ
　の差
　WーC／SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、かわいい（差 42 %）、楽し
い（差40 %）、さわやかな（差38 %）、プリティ
な（差 29 %）、若々しい（差 26 %）、純粋な（差
26％）、のびのびした（差 26 %）の順になっ
ている。

②大学生の嗜好イメージと彫刻のイメージの
　差
　WーC／SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、さわやかな（差 25 %）、楽
しい（差 22 %）、スポーティな（差 22 %）、ナ
チュラルな（差 21 %）、クリアな（差 20 %）、
やさしい（差 19 %）、のびのびした（差 19 %）
の順になっている。
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③30代～40代の嗜好イメージと彫刻のイメー
　ジの差
　WーC／ SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、のびのびした（差 57 %）、さ
わやかな（差 52 %）、楽しい（差 46 %）、やさ
しい（差 36 %）、健康な（差 36 %）、家庭的な
（差 33 %）、かわいい（差 32 %）、清潔な（差
29 %）の順になっている。

④ 50 代の嗜好イメージと彫刻のイメージの差
　WーC／SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、さわやかな（差 55 %）、新
鮮な（差 32 %）、のびのびした（差 31 %）、若々
しい（差 30 %）、みずみずしい（差 26 %）、楽
しい（差 25 %）、豊かな（差 25 %）、清らか
な（差 24 %）、清楚な（差 23 %）、やさしい（差
23 %）、家庭的な（差 23 %）、おだやかな（差
21 %）、可憐な（差 21 ％）かわいい（差 21 %）、清潔な（差 21 %）の順になっている。

⑤ 60 代前半の嗜好イメージと彫刻のイメージ
　の差
　WーC／ SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、さわやかな（差 54 %）、健
康な（差 50 %）、のどかな（差 33 %）、みずみ
ずしい（差 26 %）、清潔な（差 26 %）若々し
い（差 25 %）、優雅な（差 24 %）、奥ゆかしい
（差23 %）、しとやかな（差23 %）、シックな（差
22 %）、気軽な（差 21 %）、可憐な（差 19 %）、
香ばしい（差 19 %）の順になっている。
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⑥高齢者の嗜好イメージと彫刻のイメージの
　差
　WーC／ SーHのイメージスケールのゾー
ニングを見ると、さわやかな（差 46 %）、健康
な（差 36 %）、のびのびした（差 30 %）、楽し
い（差 29 %）、豊かな（差 25 %）、あざやかな
（差 24 %）、ほがらかな（差 20 %）若々しい（差
19 %）、肌ざわりのよい（差 18 %）、清潔な（差
18 %）、家庭的な（差 17 %）の順になっている。

環境彫刻と市民の嗜好イメージデータの分析

　世代別嗜好イメージと環境彫刻のイメージの差を見たが、彫刻（記憶３）を好む世代が大学
生であると判明した。記憶３との最大差は（差 25 ％）である。また、大学生が好む彫刻イメー
ジは自然な、さわやかな、優しい、シンプルなイメージである。好みの彫刻に使われている素
材は自然石である。共通の形の特徴は丸みがある。制作コンセプトの⑤で、又あるあらゆる年
代に好まれ、親しまれる彫刻ではないが、ナチュラルな（差 21 %）、クリアな（差 20 %）、や
さしい（差 19 %）、のびのびした形容詞が、差が小さいことから彫刻のイメージであるのびの
びした、やさしい、クリアな、ナチュラルなイメージを大学生は好んでいると理解できる。

Ⅱ . 研究のまとめ
　公共空間の彫刻を依頼され、制作したが、制作の前にこのような調査データが存在すると、
アート計画に参考になるし、景観上きわめて適切なる対応ができる。飯塚市のモニュメントお
よび彫刻は、景観のイメージ上大きな問題はなかった。ここではとりあげなかったが、市民に
親しまれる彫刻はどういう彫刻であるかという問題も調査する必要がある。今後、時間が経過
することによってもイメージの変化がないか。調査することも大切である。
公共空間における彫刻作品のあり方は、今後も、問われ続けると思われる。また、同時に調査
方法の問題も問われている。感性の世界が科学的データに基づいて客観的になることが公共空
間の質につながると考えられる。
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